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「標準的なバス情報フォーマット」概要

○停留所、路線、便、時刻表、運賃等、一般路線バスの基本的な案内に必要な項目
○北米や欧州で広く普及するフォーマット（GTFS）と互換性を確保
○2017年３月 初版、2019年３月 第２版
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○「交通政策基本計画」および「明日の日本を支える観光ビジョン」において、中小のバス事業
者も含めた経路検索の実現に向けた取り組みが強く要請された。
○国土交通省に「バス情報の効率的な収集・共有に向けた検討会」を設置（2016
年12月）、経路検索に資する交通に関する情報の受け渡しを効率的に行うため
の「標準的なバス情報フォーマット」を定めた。

静的バス情報フォーマット（ＧＴＦＳ－ＪＰ）

背景

動的バス情報フォーマット（ＧＴＦＳ リアルタイム）
○遅延、到着予測、車両位置、運行情報等のバスロケーションの表示に必要な動的情報
○2019年３月 初版



「標準的なバスフォーマット」データ項目例

agency.txt routes.txt trips.txt stop_times.txt stops.txt transfers.txt
★agency_id ★route_id ★trip_id trip_id ★stop_id from_stop_id
agency_name agency_id route_id arrival_time stop_code to_stop_id
agency_url route_short_name service_id departure_time stop_name transfer_type
agency_timezone route_long_name trip_headsign frequencies.txt stop_id stop_desc min_transfer_time
agency_lang route_desc trip_short_name trip_id stop_sequence stop_lat*
agency_phone route_type direction_id start_time stop_headsign stop_lon*
agency_fare_url route_url block_id end_time pickup_type zone_id fare_attributes.txt
agency_email route_color shape_id headway_secs drop_off_type stop_url fare_id

route_text_color wheelchair_accesible exact_times shape_dist_travel location_type price
agency_jp.txt jp_parent_route_id bikes_allowed timepoint parent_station currency_type

agency_id jp_trip_desc stop_timezone payment_method
agency_official_name routes_jp.txt jp_trip_desc_symbol wheelchair_boarding transfers
agency_zip_number route_id jp_office_id calendar.txt transfer_duration
agency_address route_update_date ★service_id calendar_dates.txt
agency_president_pos origin_stop office_jp.txt monday service_id
agency_president_name via_stop ★office_id tuesday date fare_rules.txt

destination_stop office_name wednesday exception_type ★fare_id
feed_info.txt  office_url thursday route_id

feed_publisher_name  office_phone friday origin_id
feed_publisher_url saturday GTFS destination_id
feed_lang sunday contains_id
feed_start_date start_date Extensions to GTFS
feed_end_date end_date
feed_version GTFS_jp

shapes.txt Required
translations.txt ★shape_id

trans_id shape_pt_lat Required_jp
lang shape_pt_lon
translation shape_pt_sequence Optional

shape_dist_traveled
★=key

_name/ _desc
_headsign/ _url
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「標準的なバス情報フォーマット」の広がり
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運行する路線をＧＴＦＳ化しており、
かつ経路検索サービスで検索可能な事業者・自治体※

・乗合バス 約６割 ・コミュニティバス 約２割

乗合バス事業者では比較的「標準的なバス情報フォーマット」による整備が進んでいるが、コ
ミュニティバスではまだ進んでいない状況。

（２０２０年３月現在：精査中）

※各運輸局を通じて行ったアンケートに回答した事業者・自治体を対象。



「標準的なバス情報フォーマット」のメリット①

1
小規模バス事業者やコミュニティバス
も経路検索サービス等に掲載される

2 バスロケ情報や運行情報が経路検索に掲載される

これまで経路検索サービスに載りづらかった
バスについても、より多くの経路検索サービス
に掲載されやすくなる。

・大手事業者を含めても現状ごく限定的な、経路検索サービスを通じたリ
アルタイムのバスロケ情報を簡易に行えるようになる。
・災害時やイベント開催中の、運休、迂回、増発等の情報を利用者に伝え
ることが可能。

標準的な
バス情報
フォーマット

バス事業者 情報利用者

その他の経路検索

B社

時刻表
停留所
情報等

Ａ社

C社

標準的なバス情報フォーマット
による情報提供のイメージ
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Sujiya Systems Twitter投稿より

台風時の運休予告
（宇野自動車）

イベント時の続行便・
混雑案内（永井運輸）

永井運輸「 GTFSデータの取組みと
災害時への対応」より



「標準的なバス情報フォーマット」のメリット③

多様な活用ができる
（ワンソース・マルチユース）

事業者自身が案内の正確さを向上できる

業務の効率化ができる

経路検索以外の情報提供（デジタルサイネージ等）や
交通分析も可能。

特別ダイヤや運休を反映し、バス停情報もより正確に多言語で整備できる。

経路検索事業者等へのデータ提供の一本化や、業務のIT化に繋がる。
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Sujiya Systems「その看板」

サイネージ
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全国の導入事例

岐阜県中津川市
市内のバス路線の｢GTFS-JP｣｢GTFS-RT｣データを整備しオープン化
多言語整備しインバウンド需要に対応、デジタルサイネージも低コストで導入

佐賀県

群馬県

県内主要バス事業者の｢GTFS-JP」データを整備、佐賀市交通局は「GTFS-RT」も提供
アップロードするためのシステムを「公共財」として整備しオープン化

県内全29事業者のバス路線を｢GTFS-JP｣形式でデータ整備し、オープンデータ化
2社がダイヤ編成システム「その筋屋」を導入し自社で高精度なデータを整備

『群馬県内バス路線情報』 https://gma.jcld.jp/GMA_OPENDATA/

中津川市「公共交通オープンデータ"最先端田舎"への挑戦」
http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/page/083350.html

佐賀県 前山恵士郎『佐賀県における バス情報オープンデータ化の取組』 http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/content/000090553.pdf
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動的
県主導

動的
コミバス

静的
県/民間

県
整備

自社
整備

永井運輸 水野羊平
「GTFSデータを構築したバス会社の実践例」
https://www.slideshare.net/
YoheiMizuno1/gtfs-121044697

イベント臨時便の運行情報を
Google Mapsに掲載

運行情報
を追加
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